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し ! 市民外交のシンボル

ミス奈良に山西街加さん

.，酬と"諸島ヨシ， .えか〈市.光繍会i・〉のa険健
闘が 9}!~UI>~，.，問削相酬でfi t>l1.. 62 

A<OIto.r.村山西醐品情良市雌 22.');:

憎剖..I "';fit:lに週l!tl1.J.した.

同院"輔副，..阻厨子さん情良市在住蝿

貯金〉と闘<l'.I!A 性 肺 雌 ‘ 岨 OL>叫

人.，食'1').1.た.

，h耐8ん，"闘腐化崎代の中でU.I与を代温慢する単史的

'l "t !i ・o.世界にアピー'Cてい.cいと.弔てい

.すJ<陶o.選べで，..ι允.

s人同 市民外.の ¥.'yポルとしてζれか切 t!f.闘争句

柑行事に・加C.，持良の"に勿めます.

万一回場合に惜えるために

市の防災訓練

跡見量閣中田9月 E目、市町闘員制輔が周ノ地運動公

同巾央広場(法皇町〉で行hn草1，.1:.

割植には、市、市間防司雌市 ・刷町， .“，!i .帯解 ・柑

事睡眠日附量合会，市桐肋間司剛'、""、関西唱力、

)，;liA'"、Bi!<'iどから軒晶国人が.'"

楓Jt軍部に大埴置が量生L、大l'l.Wblt!1たと骨量

..  闇値聞他.

住民によ晶初厩南大量制."じ時.車車 ・竃蝿屯ど申

直"訓棒、掴固睡'"ご車屯ども出勤Lτ骨中高.ピル

か，骨量出 ・南大皇制ti.e......l!r..b'告に"広ずら

n.ιC. 

Zス脅奥に議奮勺た山百億網曹ん 〈中央)と.
ミスの君霊園陥乎さん 〈左} 飼命織さん (怠)
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大川槽則氏略彪

..巴'‘甥大学.拠3・-
剛仰"創~llf-.W:附掬に... 

$司配合併によち姦“."ヨ 貝と

11~ . 111闘ニ刷、網棚

鍋盛.紘会価抑止事萄扇録、

市a廃止輔、臥肝腫叩

制"に袋帥酬に週由

ぬる.

開制e年91120日d高島市区

1=11:れる.位扇"秋篠町.

「9月は奈良市の福祉月間

万年青年大行進

宿位大会など多彩怠行事

千人の..  寄りがゆすら.の量置を景気巳

行・しました

9111U同市の倒縫川島.川聞かl'~ "ざまt.li'llがあの re.r: 
め1l.Jの9月"日にIJ.Ji!~1't昭 A:h温と.緬他大会が行われ.し

た.

}jll!l'!'年大行途に"、的'.000人の..祷り..細...以kの

'‘伺信電7人釜先頭I蜘F鋼公闘か句φeり.の還金調勺，，'眠u.-"M

(/'1.'1‘町)重で民..・*"Ji;~い .ぱも‘"・t.1: t. 1':. 

そのぬと 市福艦大舎が巾央体何.で聞かれ.・~H.8“人@市民

巾…' "船酔哨周弘岡山-

，ト，リァから.られて8哨帽制品川rt>n11. 1:. . 

刷，竜門酬闘 《台市川"から臨."1>.， Iヒγ内叫付玲，リ

ゴシ令"ガイ)、 ，プ，・ん (~~1 ，，-1ンコ) 二急占ち.ん{タ

"'....，，，オウム)に挽.り"た.
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